
あ
る
。

　
し
か
し
、
認
知
症
高
齢
者
や

家
族
だ
け
で
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
内
容
を
把
握
し
、
選
択

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
よ

う
な
場
合
、
認
知
症
高
齢
者
が

継
続
的
に
在
宅
生
活
を
行
う
た

め
に
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
適
切
に
選
択
す
る
た
め
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な

る
。

　
近
年
の
調
査
で
は
、
認
知
症

高
齢
者
に
対
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
有
効
に
機
能
す
る
た

め
に
は
、
あ
る
程
度
の
期
間
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
。
あ
る
程

度
の
期
間
が
必
要
な
理
由
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
認
知
症
高

齢
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に

時
間
が
必
要
と
な
る
た
め
で
あ

る
。

　
専
門
職
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
の
重
要

性
は
、
こ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
て

き
た
が
、
科
学
的
な
研
究
に
お

い
て
も
、
認
知
症
高
齢
者
に
対

す
る
有
効
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
た
め
に
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
認
知
症
高
齢
者
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
居
宅

介
護
支
援
）
は
、
地
域
に
お
け

る
要
介
護
高
齢
者
や
家
族
の
生

活
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
た
め

に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護

支
援
専
門
員
）
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
）
を
紹
介
し
、
要
介
護

高
齢
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
た
め
に
行
う
相
談
支
援
で

あ
る
。

　
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る

な
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
、
認
知

症
高
齢
者
を
含
む
要
介
護
高
齢

者
に
対
し
て
、
在
宅
ケ
ア
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
有
効
な
方

法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　
現
在
、
在
宅
生
活
を
行
っ
て

い
る
認
知
症
高
齢
者
は
、
約

50
％
が
配
偶
者
と
の
2
人
暮
ら

し
で
、
約
30
％
が
1
人
暮
ら

し
、
約
13
％
が
子
ど
も
や
配
偶

者
な
ど
と
の
3
人
暮
ら
し
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
認
知
症
高
齢

者
が
1
人
暮
ら
し
や
配
偶
者
と

の
2
人
暮
ら
し
を
行
っ
て
い
る

場
合
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
支
援
が
必
要
と
な
る
場
合
が

　
大
阪
市
社
会
事
業
施
設
協
議
会

（
経
営
委
員
会
）
、
大
阪
市
福
祉
人

材
養
成
連
絡
協
議
会
、
市
社
協
は
11

月
26
日
、
三
者
共
催
事
業
と
し
て

「
福
祉
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
の
施
設

職
員
と
懇
談
会
〜
社
会
福
祉
施
設

の
若
手
職
員
に
聞
く 

ふ
く
し
の
仕

事
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
今
年
で
4
回
目
と

な
り
社
会
福
祉
施
設
で
人
材
確
保

と
定
着
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
背
景
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
場
参
集
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
併

用
し
た
懇
談
会
に
は
、
福
祉
を
学

ぶ
、
ま
た
は
福
祉
に
関
心
の
あ
る
大

学
生
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
者
も
含

め
た
計
46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
児
童
養
護
施
設
、
保
育

園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
救
護

施
設
、
障
が
い
者
施
設
の
若
手
職
員

12
人
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

を
紹
介
。
そ
し
て
「
今
の
仕
事
に
就

い
た
き
っ
か
け
」
や
「
仕
事
の
や
り

が
い
」
を
語
り
ま
し
た
。
や
り
が
い

に
つ
い
て
は
、
「
利
用
者
さ
ん
や
こ

ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
で
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
」
「
悩
む
こ
と
も
あ

る
が
分
か
り
あ
え
た
瞬
間
に
喜
び
を

感
じ
る
」
と
い
っ
た
日
々
の
関
わ
り

の
な
か
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
な
が

ら
、
仕
事
の
原
動
力
に
し
て
い
る
と

い
う
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
会
場

だ
け
で
は
な
く
W
E
B
上
で
も
質
問

を
募
り
な
が
ら
、
多
く
の
質
問
に
答

え
る
形
で
進
行
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
自
分
の
関
心
の
あ
る
分
野
も
、
今

ま
で
あ
ま
り
考
え
た
事
が
な
か
っ
た

分
野
も
広
く
知
る
こ
と
が
で
き
と
て

も
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。
特
に
若

手
職
員
の
方
か
ら
聞
け
る
と
い
う
の

が
、
他
に
は
な
い
魅
力
な
の
で
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
」

（
大
学
2
回
生
）。
「
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
や
や
り
が
い
、
時
に
は
本
心
が

聞
け
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て

仕
事
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
」
（
大
学
1
回

生
）。「
実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
の

方
の
話
を
聞
く
機
会
は
貴
重
だ
と
思

い
ま
し
た
」
（
学
校
教
員
）
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
本
誌
と
大
阪
市
社
会
事

業
施
設
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連

動
企
画
と
し
て
、
登
壇
職
員
に
よ
る

話
を
一
問
一
答
形
式
で
紹
介
予
定
で

す
。
当
日
語
ら
れ
た
福
祉
の
仕
事

の
魅
力
を
中
心
に
ま
と
め
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

■児童福祉施設（大阪市児童福祉施設連盟）
　高津学園 坂口 知輝さん
　聖家族の家 菊池 虹香さん

■保育施設（大阪市保育連合会）
　天使虹の園 村上 晴香さん
　天使保育園 加藤 貴成さん

■保育施設（大阪市地域福祉施設協議会）
　北田辺保育園 近藤 桃夏さん
　北田辺保育園 西岡 実乃里さん

■高齢者施設（大阪市老人福祉施設連盟）
　加美北特別養護老人ホーム 齋藤 愛さん
　特別養護老人ホームゆめあまみ 橋本 彩乃さん

■生活保護施設（大阪市生活保護施設連盟）
　救護施設 三徳寮  山内 風知さん
　救護施設 三徳寮  新川 愛実さん

■障がい者施設（大阪市障害児・者施設連絡協議会）
　エフォール  宝来 歩実さん
　スカイ・アンドロメダ 田中 愛さん

学生のうちにやっておけばよかったこと、就職活動の方法を聞きたいです
（障がい）就職先の視野を広げるために、さまざまな施設の見学に行けば
よかったと思っています。施設のイベント時などのボランティアに参加すること
もおすすめです。
（救護施設）福祉施設の就職フェアに参加して、そこで配付されたチラシを
見ながら施設見学を申し込むなど、積極的に行動していました。
（保育）市内の保育園の一覧をネットで確認してすべての保育園のホームページ
を見たうえで、自分に合うかどうか検討し、見学に行って就職しました。

障がい、高齢分野に興味がありますが、自身が小柄なため、介助ができるか
心配です
（高齢）体格に応じて職員さんは各々、介助のコツのようなものを持っている
ので、先輩に聞けば大丈夫です。リフトや介護ロボット、車いすになるベッドを
利用している施設もあります。
（障がい）スタッフ同士で、その方に適した介助方法を共有するようにして
います。フォローが必要な時にはインカムで呼び合い、お互いに支え合え
る体制が整っています。

支援を必要としていないと意思表示される方や攻撃的な行動をされる方と、
どのような関わりを心がけているか知りたいです
（児童）どんな反応を示したとしても、こどもたちが本心で関わらないでほし
いということはないと考えています。
（救護施設）日々のコミュニケーションのなかで、徐々に距離感をつかんでいき
たいと考えていますが、人によって、距離感や接し方は変える必要があります。
（障がい）チームで働いているということを意識して、上司、同僚に相談して
います。どうしたいか利用者本人に聞くこともあります。

　
市
社
協
は
11
月
10
日
に
、
市
立
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
議
案
で
は
、
副
会
長
の
選
任
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
港
区
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
で
あ
り
大
阪
市

地
域
振
興
会
会
長
の
武
智
虎
義
理

事
と
生
野
区
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
の
多
田
龍
弘
理
事
が
決
議
に
よ

り
、
新
た
に
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
会
長
及
び
常
務
理
事
か

ら
令
和
4
年
6
月
か
ら
10
月
末
ま

で
の
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て
報
告

を
し
ま
し
た
。

　
主
要
事
業
に
関
し
て
は
、
10
月
に

開
催
し
た
大
阪
市
社
会
福
祉
大
会

や
第
2
期
大
阪
市
地
域
福
祉
活
動

推
進
計
画
、
介
護
保
険
要
介
護
認

定
調
査
・
障
が
い
支
援
区
分
認
定
調

査
事
業
の
進
捗
状
況
の
ほ
か
、
9
月

末
で
申
請
受
付
が
終
了
と
な
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
へ
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。

　
ま
た
、
市
・
区
社
協
間
の
情
報
共

有
や
災
害
備
蓄
物
資
の
状
況
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
管
理
・
更
新
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
引
き
続
き
災
害
対

応
力
強
化
に
向
け
、
努
め
て
い
く
こ

と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

社会福祉法に社会福祉法人の公益的な取組みが責務として明記され、
各施設の強みを活かして、住民の暮らしに目を向けた取組みを推進する
ことが、より一層重要となっています。市内の施設を対象とした公益的
な取組みに関する調査の結果やコロナ禍での実践事例から、各施設が今
できること、今後の展開に向けたポイントをともに考えます。

オンライン開催（Zoom）
令和5年2月2日　 午前10時～正午木

一水会・区社会福祉施設連絡会合同学習会

社会福祉施設の
公益的な取組みの推進！

ー コロナ禍での調査結果と実践事例から ー

内容 調査報告
地域における公益的な取組みに関する調査結果について
講師による講演
大阪教育大学 教育学部 教育協働学科 特任教授　新崎 国広 氏
実践報告
①社会福祉法人　亀望会　特別養護老人ホーム江之子島コスモス苑
　「高齢者施設でのこども食堂の立上げ・運営」
②社会福祉法人 大阪市手をつなぐ育成会　福島育成園
　「障がい者施設でのボランティアとの交流・福祉教育の推進」

社会福祉法人　大阪市社会福祉協議会（担当：地域福祉課）
TEL 06-6765-5606　FAX 06-6765-5607 
E-mail sisetsu-mail@sisetsukyo.osaka-sishakyo.jp 
HP http：//www.osaka-sishakyo.jp/

大阪市社会事業施設協議会、大阪市社会福祉協議会

認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
居
宅
介
護
支
援
）

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科 
教
授
　岡
田 

進
一

福
祉
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
の
施
設
職
員
と
の
懇
談
会

「
社
会
福
祉
施
設
の
若
手
職
員
に
聞
く

ふ
く
し
の
仕
事
〜
」を
開
催
！

令
和
4
年
度

▲今年は会場参集とオンライン参加併用で開催

▲参加者からの質問に、進行役が指名しながら回答

市社協

理
事
会
開
催―

上
半
期
の
活
動
を
報
告―

施
設
職
員
が
福
祉
の

魅
力
を
発
信
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